
児童生徒一人一人が学びを実感できる授業

授業をしていて、「Ａさんは意欲的に取り組んでいたけれど、
Ｂさんは難しい顔をしていたな…」と感じたことはないでしょう
か。本来、多様な子供たちが通う教室において、児童生徒が
学びを実感できる授業は一人一人違うものです。
では、学習特性や興味関心を踏まえながら、どのように授業

を進めればよいのでしょうか。

ポイントを２点に絞って考えてみます。
①児童生徒が主体的に学習を調整できるような場面を設定すること。
②単元をベースとした授業づくりをすること。
単元という一定のまとまりの中で「個別最適な学び」と「協働的

な学び」の場面を設定します。児童生徒が主体的に学ぶ上で効果的
なものとなるよう、意図をもって計画することが大切です。

①個別最適な支援を考え、実行する

Ａさんは順調そうだな…。
おや、Ｂさんの手が止まっているぞ。原因
は何だろう。…書き出しに困っているのか！

それなら――……。

②協働的な学びを促進させるような助言をする

Ｃさんが話の流れについていけていない
ようだ。よし、グループ全員に質問して、
みんなの答えを参考に話し合いの内容を理解
させられないかな？

★ワークスペース：個別最適な学び・協働的な学びの場面を書き出してみましょう★

①単元名は？

②何時間展開？

③児童生徒はどんな学習（言語活動）をする？

COMPASS
今回のCOMPASSでは、国語科における「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な

充実に向けた授業実践例を紹介します。
学力向上を図るための授業改善の参考にしてください。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた授業改善（国語編）

児童生徒の主体的な学びを促す、指導のポイント

令和７年度千葉県学力向上通信 vol.７

答えの無い問いを探していく。そんな時代だから目指す方位を指し示すものが必要だ。そのようなものに私はなりたい。

QR コード

自動的に生成された説明

「COMPASS」へのアクセスはこちらから
↓

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou2020.html


小学校 リテラチャーサークル編

子供は読みの役割での「学習
の個性化」が期待でき、自分
事として読み進められる。ま
た、その子に合わせた「指導
の個別化」が必要となる。

ぼくは「ここいい
ね係」。心に残っ
たところは…。

個の活動と協働的な活動を繰り返すことにより、読みの
広がりや深まり、読書の楽しさを実感することができる。

リテラチャーサークルとは、一人一人の気づきや感動を交流する読書会の方法です。
少人数のグループで、個々に決められた「役割」（読みの視点）で読み進めていき、
「読みの役割」に基づいて交流することで、読む力を高めていきます。この活動により、
視点を明確にして読み進めることができ、主体的な読書活動につながっていくことが期
待できます。

なるほど！

自分の役割で読み進めたことを
交流する。協働的な学びにより
読みが広がり深められる。

私は質問係。疑問
に思ったことを、
ワークシートに書
き留めよう！

【リテラチャーサークルの基本的な学習活動の進め方】

① 読みたい本・話を一つ選び、３～５名のグループを作る。

② 「読みの役割」を決める（係名は、いろいろ考えられます）。
〇思い出し係・・・自分とのつながりを見つける
〇質問係・・・・・疑問を見つける
〇ここいいね係・・心に残ったところやよい表現を見つける
〇イラスト係・・・好きな場面をイラストにする

③ 自分の「読みの役割」で本・話を読む。

④ 「読みの役割」に基づいて、グループで話し合う。

⑤ ②～④を何回か繰り返す（違う役割にもチャレンジする）。

学習活動／教師の指導

１ 学習の見通しをもつ。
・興味関心を高める教材との出合
いを設定する。

・言語活動のゴールと見本を示し、
学習活動の明確化を図る。

２ 個々に教材を選び、脚本を作る。
・気に入ったものを選べるよう、
実態に合わせて章段を提示する。

・生徒が個別、協働の場面を行き
来しながら学習を進める中で、
適宜、適切な支援をする。

３ 表現物を共有し、古典に親しむ。
作った脚本で実際に演じてみる。

中学校 古典の脚本を作ろう編 より具体的な

単元の流れは、

HP掲載の課題

別アイディア例

（枕草子）を御覧ください。

県総合教育センター

教育コンテンツ

データベース

「Wakaba」

をご覧ください。

※文科省サポートマガジン
『みるみる』より

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

QR コードAI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。

https://www.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/shidou/gakuryoku/bunseki-katuyou/bunseki-katuyou-jugyoukaizen/documents/r3-idea-kadai-chuukokugo02.pdf
https://ap.ice.or.jp/_wakaba2013/_docs/2024/w24-0130/w24-0130.pdf
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